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テネシー・ウイリアムズの『浄化』における

　　　　　ディオニュソス的要素　　“

山　野　敬　士

Dionysian Elements in Tennessee ･Williams’s“The Purification”

ＫｅｉｓｈｉＹＡＭＡＮＯ

　Tennessee Williams の“The Purification”

は，初期の一幕劇集27ｗ昭皿sF�ﾄﾞfC�回

aud otky PIαys（1946）に収められた,作者唯一

の詩劇である。劇の舞台はNew Mexico， Taos

周辺の法廷で，そこでは民衆による非公式の裁

判が行われている。裁判は，Casa Blanca 出身

の女性Elenaが，その夫であるCasa Rojo 出身

の牧場労働者によって殺害された事件に関する

ものである。しかしながら，最初に描かれるの

はその殺人ではない。 Casa　Rojo出身の女性

Luisaが，Elenaとその兄Rosalioの近親相姦

的愛を証言し，人々を驚かせる。次にElena殺

害が審議され，牧場労働者が，性愛の欠如した

二人の結婚に対する絶望と，彼女とその兄の関

係に対する嫉妬に狂いElenaを斧で殺害した

ことを告白する。２つの恐るべき事実を認めた

Rosalioと労働者はともに劇の結末部分で短刀

で自殺する。判事は人間の名誉の宣言を行い，

劇は幕を閉じる。

　SigniFalkが述べているように，この劇のプ

ロットには『オイディプス王』の影響がうかが

える･1。劇の幕を開ける判事の“This much we

know : the rains are long delayed./ The

season is parched./Our hearts， like forests

stricken by the drought, /are quick to flame.”

゛ISigniLenea Falk，乃,・ｓｓａ嗣111.s.p.57参照

（41-2）という言葉が示すように，舞台となる上

地は疫病に苦しむテーバイの町と同じく呪われ

た共同体であり，オイディプスがそれを解決す

るために，結果として自分の呪われた過去と直

面するのと同じように，“The Purification”の

中の呪われた真実とその浄化は，乾燥した共同

体のそれらと結び付けられながら語られていく

のである｡そして劇の中に語られる二つの事実。

　「近親相姦」と「殺人」はまさにオイディプス

が直視させられるものである。本論では，主に

　「性」と「暴力」という，作品の中心的主題の

拡がりをそのイメージを分析しながら考察し，

最後にギリシア悲劇どThe Purification”の比

較をしてみようと思う。

１

Dionysus的要素

　Williamsは，オイディプスの非劇的運命を

Rosalioと牧場労働者に振り分けて，その二人

の対立を劇の中心構造としている。そしてその

対立は彼らの「性」に対する考え方に集約する

ことができるであろう。ここではまずRosalio

の言葉を分析して，劇中に描かれている性に対

する考え方の一つを考察することとする。

　“The Purification”のレトリックは大きく二

つの層に分けることができる。濫用と言うこと

が可能な程メタファーが多様される詩的な部分
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と散文を韻文の形式にしただけのものである。

前者は特に，“the language of vison”（44）と

言われるRosarioの言説を形成しており，他の

登場人物達の言説は主に散文的であると言え

る。Rosalioの語りの内容は終始自分と妹の関

係についてであるから，詩的表現の多用は，作

品中の「近親相姦」という主題に拡がりを与え

ている。 Rosalioは妹Elenaについて次のよう

に語る。

Her eyes were always

excessively clear in the morning.

Transparency is a bad omen

in very young girls!

lt makes flight

　　　　　　　necessary

　　　　　　　　　　　　sometimes!

You should have bought her

the long crystal beads that she wanted. ‥

　(44)

“transparency”“crystal”といった言葉の響

はTk　Glass　M四明り心（1945）のLaura

Wingfieldの持つ「はかなさ」や「壊れやすさ」

というイメージやその美しさ・汚れのなさに対

する強い印象をわれわれに抱かせる゛。しかし

それは一人の女性の自閉的世界の象徴ではな

く，自分の世界から外に向かって飛び出す

（“flight”）原因として描かれている。この二つの

モチーフぱBut how could we know/ she

would have been satisfied with them （crystal

beads）?”（45）と言う母に対するRosalioの言

葉でさらに深められる。

Oh，l know， Mother，

You fear that she might have desired

to discover refledions in them

of something much farther away

“2C.W.E.Bigsbyはこの点についでln the figure of

Elena，for example， we have a hint perhaps of

Laura in 7Zlg G&zss j＆sど2a2y2｀1?，and thereby of hjs

sister Rose.”（37）と述べている。
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than those spring freshets she bathed in，

naked，clasping her groin

rigidly，with both palms，

against the cold

immaculate kiss of snow-water!

　「純粋さ」ぱsnow-water”という言葉の中に

維持され，逃避のテーマぱcrystal”の中の

　“renedions”という言葉に受け継がれる。それ

に加えここでぱ‥.she　bathed　in　naked，

dasping her groin/ rigidly， with both palms”

という言葉が性的なイメージに我々を導いて行

く。つまり彼の言説の中には「純粋さ」と「性」

が同居しているのである。 Elenaが求めたもの

はその性的なものから遠く離れたもの（some-

thing much farther away than…）であると述

べられるが，実際は近親相姦という形をとって

しまった性意識である。 “He means to say/ she

went beyond our fences.”（45）とRosaioの

言葉を説明する父親に対し彼ぱBeyond　aH

fences，Father.”と語るが，それは文字どおり

境界を越えてしまった二人の関係を示している

のである。

　Casa Rojoの人物遠や一般の民衆達によって

非難されるこの関係をRosalioは常に「純粋さ」

と「性」を同一視した言説で語り，自分達の性

意識を正当化していく。その際にWilliamsが

使う思想的背景にDionysusがあると考えられ

る。Rosalioは妹についでKnocking　down

walls/ with two/ blue/ brutal/ bare fists/

denched　over　quicksilver/　could　ever　/

could certainly never －enclose/ such longings

as was my sister’s.”（46）と語る。抑圧し難い

性意識を表すこの一節の中に“quicksilver”と

いう言葉が使用されているのは非常に興味深

い。というのはWiHiamsはこの言葉を後に

　“The Meaning oＩＴｋ Ｒｏ託Tdto♂という

エッセイの中で使っているからである。

77z･gji!θsg7121iis the Dionysian element

in human Hfe， its mystery， its beauty，

its　significance.lt　is　that　glittering



quicksilver that stiH somehow manages

to slip from under the down -pressed

thumbs of the enormous man in the

brassbuttoned uniform and his female

partner　with　thｅ　心細cc一万配　and　the

chalky smelling black skirts that make

you sneeze as she brushes disdainfully

past you.(55)

　「性」を重要な主題として持つWilliams作品

においては「理性の支配に縛られない情熱」を

暗示する神Dionysusは，その底流に配置する

にふさわしいものであったのであろう回。妹と

自分の関係を「神格化」しようとするRosalioの

言葉やその周囲に，作者はDionysusへと繋が

る表現を用いている。まずRosalioの妹に対す

る感情を象徴している（他の登場人物にはその

姿が見えない）Elenaの亡霊“Elena　of　the

Springs”は当然のようにギターの“ａ卸改心好

れ功吊花”（46）とともに現われ，その姿ぱs加

wc皿s a skcy　捉旨tc yobe£誹d　bcays扨吊訟

μoweys”と描かれる。ここに描かれる「白」は

A Stycdcay Nam�Dcs仔c（1947）のBlanche

DuBoisのF内面の性意識を隠すJための白では

ない。なぜならElenaやRosalioは，性意識を

汚れたものとして見るBlancheの清教徒的視

点を持ち合わせていないからだ｡彼らにとって，

性と無垢は矛盾するものではなく，同一のもと

して提示されるのである。

　ここでWilliamsぱRosalio is auJaγeof tk

仰飯壇i皿一k ayld Tk G14itaγPIαwy.'｀と卜

書きに記している。神格化された性を表す

Elenaの亡霊がRosalioの他にギター奏者にも

見ることができることは,Dionysusとの関連か

ら言えば意味深いものである。真実を述べるよ

うに判事に求められたRoslioぱWhyaskme

for that?/ Ask it of him， the player － / for

ｏしかし､Dionysusを性的なものにのみ結び付けるこ

とがある種の弊害をまねいていることも事実であろ

う。Thc Rosc Tdtooでは、その神は、開き直ったか

のごとく［性］を謳歌しようとする作者の自己正当化

のために使われていると言わざるをえない。
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truth is sometimes alluded to in music/But

words are too loosely woven to catch it

in‥｡”（52）と言う。「真理」をDionysusに置

きそこに到達する道を「音楽」とするとき，

WiHiamsがNietzcheの影響を受けていると

考えることは乱暴なことではないであろう。『悲

劇の誕生』においてNietzcheは悲劇をApollo/

Dionysusの弁証法的対立の枠の中に捉えたわ

けだが，テキストの力学はDionysusこそが悲

劇の本質であるという考えを読者に抱かせるよ

うになっている。その中では言語の重要性はお

としめられており，「音楽の精髄が消滅すると悲

劇もまたかならず滅びてゆくことは，音楽の精

髄からしか悲劇の誕生かありえないのとまった

く同様に確か」（147）と述べられるように，すべ

ての基底であるDionysusは音楽という非表象

的なものに結び付けられている。悲劇における

絶対的な真実はメロセントリックなDionysus

なのである。

　Rosalioの言説においてDionysus的なもの

は「性」にのみ結び付けられるので，当然音楽

も性へと人間を結び付けるものとして表現され

る必要があるだろう。そしてそれぱHowshall

l describe/ the effed that a song had on us?/

Our genitals were too eager!”（53）という彼

の言葉に示されているのである。

　「真実＝性」という主題をさらに明確にする

ために，WilliamsはApollo/Dionysusの弁証

法をFreud的に意識／無意識に置き換える。彼

はRosalioに前述の「鳥の歌」についでlt is

an image，a dream/ it is the link to the

mother/the belly’s rope that dropped our

bodies from God/ a longer time ago than we

remember!”（52戸4と語らせる。このように表

現されるとき，Dionysus的なものは人間として

生まれてくる者が，無意識の中に普遍的に保持

しているものとして描かれる。それらは人間が

゛4この台詞の中に“mother”が使われていることは、

Rosalioの“innocent rapture”がもともと自分からき

たものであると告白する母の台詞（50）とあわせて､「母

一息子」の近親相姦の代理としての「兄一味」の関係

の可能性を提示するかもしれない。
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　「母と自分」との関係の間に他者が流入してく

ることにより自己を持つ過程において，忘れ去

られてしまうものなのだ。

　Dionysus的なものの表象不可能性に話しを

戻すと，言語はわれわれの世界を規定している

ものであるから,Dionysus的なものが言語では

充分にとらえられないというNietzche的な解

釈が，真の性が通常世界を超えた場所に向かう

という，劇の主題に妥当性を与えていると言え

る。RosalioぱA bird can be sneared as it

rises/ or tom to earth by the falcon/His

song，which is truth,/is not to be captured

ever.”（52）と述べる。ここには二種類の鳥が

象徴として使われている。まず一つめは，

Dionysus的側面を象徴する“a bird”である･5。

そしてその上昇運動を妨げ地上に引きずり降ろ

ずthe　falcon”が二つめである。 Rosalioと

Elenaの関係を“the tainted spring is bub-

bling”（43）と非難するLuisaを，Rosalioの母

ぱThezoわUo栢willcroak”（47）と表現して

いるが，猛禽類は「真の性」を求めて高く舞い

上がる鳥を捕えて殺してしまう「表象」と「通

常社会」の象徴なのである。

　このように，Rosalioの言説の中には「自由な

性」とその「障害物」の対立を，前者を美化し

て描いていく力が明らかにはたらいている。そ

してその背後には，厳格な清教徒の家庭に育っ

た同性愛者であり，性を中心的主題にした作家

であったWilliamsの，自分の性の正当化と「書

く行為」の限界に対する苦悩がうかがえるので

はないだろうか。

!5前述の“The Meaning oＩＴｈ．ｒ．ＲｎｇＴ耐行珀”の中

で劇中の“the　Dionysian　element”に関しでlts

purest form is p?で）bablymanifested by children and

birds in their rhapsodic moments of flight and

play‥｡”（55）と述べている通り、WilliamsぱＴｋ

Rose Tdtoo”の中でもDionysus的なものの象徴とし

て鳥を使用している。

２　キリスト教的世界と前キリスト教的世界

　　一Dionysus的要素の拡がり一

　前章で考察したように，“The Purification”

には性を崇高なものとして捉えるための

Dionysus的要素が巧みに用いられていた。しか

しながら，劇の構造はそのような力が一方的に

勝利するような装置とはなっていない。 Elena

殺害の犯人である牧場労働者と彼を弁護する証

人Luisaが,Dionysus崇拝に対する異議を申し

立てるからである。しかし，彼らの発言は，彼

らの希望通りの役割を果たすことが不可能なよ

うに仕組まれている。この章では，Dionysus的

力に対立する力としての牧場労働者とLuisa

の描かれ方に注意を払い，それが作品にどのよ

うな効果を与えているかについて考えてみた

い。

　Casa Rojo の人物造の言述は基本的には散文

的なもので，非現実的な方向へ向かうRosalio

のそれと対立する形を取っている。彼らは

Rosalioの比喩的な言葉を取り上げ，それが別

の意味を表すということを示すことにより彼に

対抗していく。近親相姦の目撃者であるLuisa

は「性」と「無垢」を同一視するRosalioの言葉

の中の“water”を取り上げ，自分が山の泉で山

羊に水を飲ませた時，５頭の山羊が死んだ事実

を例にあげ，“The water was crystaトbut it

was fouled at the source./The water was －

tainted water!”（47）と述べる。彼女は「性」

を「無垢」から分離し，RosalioとElenaの関係

を汚らわしいものとして提示しようとするので

ある。

　Casa Rojo の人物遠の言述で注目する必要が

あるのは，キリスト数的言葉が多出することで

あろう。Luisaは山羊の死を目撃したことで,自

分だけが“the Feast of the virgin”（47）に戻

ることができたと述べる。 Rosalioの衝動的な

行動（夜中に叫びながら馬で疾走する）を目撃

したと言う彼女は，「キリストの血」という意味

の言葉“Sangre de Cristo”（48）を使って，そ

のときの様子を述べる。また牧場労働者は，彼
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女を“the waterless Judas tree”（65）と呼び，

殺害に関してそれが“Enquiring / lf Christ sti11

on the Cross!” （62）であった，と説明するので

ある。

　このように見てみると，２つの共同体に作者

が担わせた役割が明確になってくるだろう。

Casa Rojo はキリスト数的な世界観に拠って生

きる人物遠の共同体であり，それに対し

Dionysus的なイメージに彩られたCasa Blan-

ca（一義的にはRosalioとElena）は前キリスト

教的なそれである。ここで興味深いのはキリス

ト教的世界観を担うのが“His blood is coarser

than the people from Casa Blancaﾌﾞ’と説明

される牧場労働者であり，“an lndian servant-

woman-some　Spanish　blood.A　savage

nature”（40）のLuisaであることだ。なぜなら

Williamsがﾒ1　S汰?dr匹やＳＭｍｍｅｙ　αＭｄ

Smok（1948）といった後の作品で展開していっ

たのは，清教徒的道徳観に従って生きる貴族的

な人物が，対照的な人物（Stanley Kowalsky や

John Buchanan）と出会うことで，性意識と道

徳観との葛藤に苦しむといった主題であるから

だ。つまり後の作品の中では原初的で粗野な人

物に欠落している道徳観が，“coarser”，や

　“savage”とされる牧場労働者やLuisaの準拠

枠となり，貴族的な人物からはBlancheや

Almaの清教徒的道徳観が抜け落ちるという転

倒が見られるのである。

　Williamsの意図は「キリスト教的な道徳観」

の「性」に対する非難の力を強調することにあ

ったのではなかろうか。 D.H.Lawrenceが考

えたlndianはキリスト教的道徳観から逃れて

いる人間遠であった。しかし。同性愛者であっ

たWilliamsにとってキリスト教からの抑圧は

余にも大きすぎて，先人の思考もアイロニーに

思えたのかもしれない。同性愛者としてキリス

ト教社会の中で生きることを余技なくされた

Williamsにとって，キリスト教的道徳観は，そ

こから遠く離れていると考えられる人物達の中

にも深く根付いているように思えたのであろ

う。

　このように考えてくるとCasa Rojoの人物

65

　Ｂ�旧説好Ｂゆ１)ｕ ｕｎｉｗ屈妙徊竃oy COHege,拓(1997)

遠の描かれ方とRosalioの言述やElenaの亡

霊の描写との間に差異があるのも当然に思われ

る。牧場労働者やLuisaが,Rosalioの言葉を取

り上げ，その意味の二重性を指摘することで彼

を非難していくのに対し，RosalioやCasa

Blancaの人間遠からの反論の中には具体的な

イメージが描かれる。それは前章で見た「猛禽

類」であり，グロテスクな戻虫類である｡Rosalio

が牧場労働者に対して次のような言葉をかける

場面がある。

You，repair man， come early，

before daybreak can betray you.

Now clasp in your hand

the smooth white heft of the axe!

But wait! VVait －first-

Fillup the tin buckets

with chalky white fluid，the milk

of that phosphorescent green lizard

Memory，passion.（60）

ここでRosalioが非難しているのは，最終的に

自分の妹を殺してしまった牧場労働者の性意識

であろう。なぜなら牧場労働者は,Elenaと自分

の間に性行為が欠落していることに絶望して，

斧で彼女を殺害するからだ｡後半部分の“chalky

white nuid， the milk” は精液のイメージとな

り，その保侍者であるグロテスクな“phospho.

rescent green lizard”は労働者の隠喩として機

能する。そして彼ぱfalcon”や“lizard”と同

様に残虐で捧猛な生き物であり，その“mem-

ory”や“passion”は，この後に続くRosalioの

言葉“Unsatisfied old appetites”が示す通り，

満たされない性欲なのである。

　自分とElenaの関係を「汚らわしいもの」と

非難する人間達の中にこそ汚らわしい性意識が

存在することを暴こうとするRosalioの背後に

は，道徳観によって性意識を抑えつけることで

生じる矛盾を指摘する作者が存在している。そ

の証拠に，このRosalioの台詞はLuisaの“The

tainted spring is bubbling!” という例の言葉に

より一且遮られる形になっているからだ。
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Rosalioを非難するために発せられた言葉は，

皮肉にもその前後に存在するグロテスクなイメ

ージにあふれた労働者の性意識の描写と連な

り，その醜さを強調する役割を果たすように配

置されているのである。

　敵対する者への言葉が，結果的に自分達の非

難として解釈されるような労働者とLuisaの

言述は，彼らがRosalioとElenaの行為につい

て述べる際にも用いられている。 Rosalioと

Elenaの行為を目撃したLuisaｶ1それについて

語るとき，彼女の言葉は，Rosalioのそれと同じ

ように詩的な調子を帯びる。そしでwhen sud，

denly through the window of the loft,/that

was lit with the wavering radiance of a can-

dle/two naked figures appeared in a kind

of － dance‥｡”（49）と述べるときには，二人

の行為は美しいものとして描写され，“a　kind

of-dance”という言葉によりDionysus的要素

へと結び付けられるのである。同様のことが労

働者の発言の中にも見られる。彼がRosalioに

会いに行くElenaを目にした時の風景は

The birds already， the swanows，

before the rainstorm ceased，

had begun to climb

the atmosphere's dean spirals.

Ethreal wine

intoxicated these tipples，

their notes were wild

and prodigal as fool'ssilver.(69)

と述べられる。この詩的な表現の中には

Dionysus的なものの象徴である「空高く舞い上

がる鳥」が描かれており，その後，Rosalioの言

葉の中にも現われなかった，陶酔感という直接

的にDionysusへと結び付く言葉，“intoxicat-

ed”へと遠なっていくのである。

　テキストの中のDionysus崇拝の力学は，自

分を非難するだasa Rojoの人間遠の発言の中

に忍び込み，結局自分の力をより確かなものと

して表現させてしまう。自分に異議を申し立て

ようとする言葉を，自分の存在を明らかにする
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言葉によって構成させてしまうからだ｡つまり，

観客や読者には自由な性を崇める力を相対化す

るためと思える劇の構造（二つの共同体の対立）

にもかかわらず,Dionysus的力は劇全体へと深

く浸透していくのである。

　Dionysus的な力を読者や観客が認識せざる

を得ない決定的契機となるのは，判事がElena

の亡霊に声をかける場面だろう。自分とElena

の関係を告白する牧場労働者の前に現われる

Elenaの亡霊“The Desert Elena”ぱ召げ

jgz4ye is dosely skalh�ill a coαγsl!－jbeγd

♭leadd mateyial， ky kiγbolald light to

kysh艮.Sk bcays a wssd 泌�hey h皿ｄ，

likbαla?lc�scalgs，om co?tlai㎡?lg a cadMs，

tk otkγalλJoo＆11 gmlJe－cγoss tλJitha uJyeαth

げd巧，ayt消cial floiayes o肴it.”（65）と表現

される。十字架とサボテンを両手に抱いた彼女

の姿は，キリスト教的道徳観とそれによって性

の乾きを余技なくされる労働者の心理的葛藤を

暗示している。彼女の姿が労働者にしか見えな

いことにより，それは示されるであろう。彼は

Elenaに対じyou，woman，bear nothing,/

nothing ever but death -which is all you will

get/ with your pitifuレstone kind of body.”

（65）と述べる。しかし，Dionysus的要素を考察

してきた観客や読者にとって，Elenaは性的に

乾いた人物などではない。キリスト数的道徳観

の中でその役割を果たせないというに過ぎない

のだ。“nothing ever but death” は彼女自身が

保持するものではなく，道徳観の中に性を押し

込める労働者の意識の中に存在するのである。

　“Oh，no －l will get something more.”と語

るElenaに対じMore? You will get some-

thing more? / Where will it come from －

1ovely，smiling lady?/ Will it come singing

and shouting and plunging bareback down/

canyons/ and run like wild birds home to

Sangre de Cristo/when August crazes the

sky?”と判事が尋ねるとき，労働者にしか見え

ないというElenaの姿を判事が認識している

不可解な点以上にわれわれの注意を引くのは，

彼が話しかけているのが“Elena　of　the



Springs”ではないかと思わせるようになってい

ることである。 “Elena of the Springs” の“Hey

邱sαye smiling.゛（46）という描写と適合する

判事の“lovely，smiling lady” という言葉や彼

の質問内容は,Dionysus的要素の擬人化された

もの“Elena of the Springs” の認識を条件と

するものであるからだ。そしてそれは，Rosalio

とギター奏者以外で,何の制限もなぐElena of

the Springs” を見ることのできる読者や観客に

強制される認識でもあろう。つまり，判事と同

様，われわれはRosalio遠の行為を善とするわ

けにはいかないが，反キリスト教的な自由な性

の力の存在を認識せざるを得ないのである。

　このように，「自由な性」を賛える声が巧妙な

手口を使ってテキストを支配しようとしている

ことは疑いの余地がない。しかしながら劇全体

が，もう一つのDionysus礼賛の劇Tk　Rosc

Tdtooのように「性の喜び」を謳歌するための

ものという印象をわれわれに与えることができ

ないのはなぜだろうか。

　その理由の一つはDionysus的側面を象徴す

る二人の人物の一人Elena力1すでに死んでお

り，残る一人Rosalioが結末で自殺してしまう

ことにあるだろう。所謂happy endingとは程

遠い結末が，力強い声が完全なものとなるのを

妨げているのであり，RosalioとElenaの性愛

は牧場労働者とElenaのそれと同様に「死へと

導かれる報われない愛情」の一形態となってし

まう。

　しかし結末だけがその原因と言えるだろう

か。Tk Rosc Tdtooの中では，性愛は通常の

愛の形（SerafinaとAlvaroとの間の愛情）とし

て描かれている。しかじThe Purification”で

はそれは「近親相姦」の中に描かれていた。そ

もそもDionysus的なものを「近親相姦」の中に

設定したとき，劇の結末はその恋愛の内側に書

き込まれていたのではないだろうか。それは前

キリスト教的な世界の人物オイディプスにとっ

ても，逃れられない罪として彼を苦悩させたも

のなのである。そしてその性愛自体が，そもそ

も“The Purification” の中では不可能なものだ

ったのではないだろうか。 Gilles　Deleuzeと
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Felix Guattari は近親相姦について次のように

述べている。

近親相姦という概念が可能であるために

は，人物と名前とが(つま仏息子，姉妹，

母，兄弟，父といった人物と名前とが)必

要であるであろう。ところで，近親相姦の

行為を認めれば，われわれは淮とでも自由

に交わることができる。しかし近親相姦の

禁制は，その相手のたれかれをパートナー

とすることを禁ずるものであるから，その

相手の人物や名前と切り離しては考えるこ

とができない関係にある。　となると，この

限りにおいては現実に近親相姦を行うこと

ができたとしても，そのときにはその相手

の人物はその名前を失うほかはない｡(198)

　劇中に描かれる近親相姦が，何ものにも束縛

されない自由な性を宣言するDionysus的要素

の比喩として機能するためには，それを禁止す

る力が必要であり，実際に劇はそれを持ってい

る（キリスト教的世界）。しかしその禁制を承認

することは，DeluzeニGuattariが述べているよ

うに，近親相姦が行われた瞬間にその概念の基

となる「人物と名前とを同時に享受する」こと

を不可能なものとするのである。つまり近親相

姦を「それを禁制としない世界」ではなく，禁

制とする世界の中で描く必要を持ったときに，

その行為自体が概念的に破壊されてしまい，近

親相姦は作者の意図通りの役割を果たせなくな

るのである。

　テキストを支配する性の力強い声とその成就

が不可能であるという事実の背後には作者

Williamsが存在しているであろう。つまりテキ

ストの声は自分の性を正当化し，高らかに宣言

する欲望を持ったWilliamsの声である。しか

しながら彼は，Gore vidal が述べるように（“at

some deeper level Tennessee truely believes

that the homosexualist is wrong and that the

heterosexualist is right.”（15），同性愛者で

あることに必要以上の罪悪観を持っていたし，

当時の社会の目はそれを増長させるものであっ
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たに違いない･6。 Williamsは訂ｇ,尚価（1975）

の中で“The Purification”についで‥.in that

play l found a release，in words，of the

ecstacy of the affair. And also a premonition

of its doom.”（55）と述べている。 Williamsに

とって「性の悦び」は常にその破滅を内に抱え

たものに他ならなかったのであり，その耐え難

い認識こそが，彼にこの劇を創作させたと考え

られるのである。

３　もう一つのDionysus的要素

　　一もう一人のTennessee Williams一

　次に劇のもう一つの主題である「暴力」につ

いて考えてみたい。 “The Purification”の中心

的主題はあくまでも「性」であり，暴力はその

副産物として規定せざるをえないように思え

る。というのは牧場労働者によるElena殺害の

動機が，二人の間の満たされない性的関係への

怒りにあるからだ。この単純な結び付きは，私

達を，前章で見たキリスト教／非キリスト教の

枠組みの中で暴力の主題を考えるように仕向け

るだろう。なぜなら性のテーマがその枠組みの

中で描かれていたからだ。そしてそれはある程

度作者のねらいであったように思える｡暴力は，

性の主題においてと同じく，作者の反キリスト

教的な考えを反映するものである。 Williams

は，殺人者をキリスト教者として設定し，「キリ

ストがまだ十字架にかけられているかを確かめ

るために」殺人を犯したと告白させることによ

って，何者かを供儀とすることをその中心的教

義としたキリスト教の中に潜む暴力性を暴こう

としていると言えないだろうか。 Luisaが汚れ

た泉から生還できたのも，その水を飲んだ山羊

が，まさに罪をあがなう山羊として機能したか

らなのである。

　しかし，暴力の主題が，ただ反キリスト教精

神の表れであるとは言い切れないだろう。それ

“刀,21jj　Sα脚t2ま2，C∂別別zg㎡sls，Cagゐのs　αsj

Qzggs.　Minneapolis : Unjversity of Minnesota

Press，1992･ pp.84-88参照
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は，Dionysusについての言述がRosalio以外の

登場人物によってもなされたように，テキスト

の中で様々な形をとって拡がりを見せていくの

である。WiHiamsは，自分の作品に現われる「暴

力」について述べたエッセイ，“Foreward　to

Swed B仔doﾁﾞＹ回�の中で，書くことの困

難さについでA11 my life l have been haunted

by the obsession that to desire a thing or to

love a thing intensely is to place yourself in a

vulnerable position， to be a possible， if not a

probable，loser of what you most want.”（4）

と述べ，そこから生じる不安が彼の作品の暴力

への偏向へと繋がると自己分析している。 Wil-

liamsのこの言葉は「書く行為」にとどまらず，

欲望とその不完全性への恐怖，そしてその解決

法としての暴力という彼の作品の多くに共通す

るテーマを示しているだろう。

　“The Purification”の中の暴力もこの意味で

のものに他ならない。牧場労働者ぱI looked

for　coolness　of　springs/　in　the　woman’s

body?/ That finding none， or finding it being

cut off －drained away”（72）と語り，自分の

欲望の不完全性を呪う。判事ぱlt is the lack

of what he desires most keenly/ that twists a

man out of nature.”（70）と述べ，強い欲求が

まねく危険性を指摘する。人間にとって何かを

欲求することは不可欠な行為であるから，もし

それが不完全なものにしかなれないのであれ

ば，人間はその不完全性に常に苦しめられなけ

ればならない運命にあるだろう。

　このように考えるとき，欲求と暴力は（性的

事象の範囲を超え）劇の中に拡がりを見せてい

く。 Casa Blanca の人物達は，自ら認める通り，

上地の侵略者（“invaders”）である。欲求する土

地を獲得するための暴力はRosaHoの父親の口

から“These ranches， these golden valleys づ

a land so fiercely contested as this land was./

Father’s blood and mother’s anguish bought

it!”（56）と語られる。彼らは先住民族や異者を

自らの下部組織として組み込み，閉じられた世

界を作り上げることで，獲得した土地の維持に

成功してきたのだ。この意味で労働者がCasa



Blancaの家庭の垣根を修理する仕事に就いて

いたことは象徴的である。つまり彼はその家庭

の自閉的世界を維持するために存在していたの

である。母親ぱOur people －lvere　lndian

fighters…/The lndians now are subdued －/

So what can we do but contend with our own

queer　shadows?”（51）と述べる。 “queer

shadows”は，あまりに自己愛的世界から生まれ

た息子と娘の近親相姦であると同時に，Casa

Blancaの人物遠が自閉的な世界の中に消し去

ろうとした彼らの暴力性の影なのである。判事

ぱYour pride turned inward too far,/ex-

cluded the world and lost itself in a mirror. ”

（55）と述べ，彼らの行為を非難する。この自己

愛的世界に対する非難は，労働者に対する判事

の“When you were a boy， my freind from

Casa Rojo， /you were gentle -withdrew too

much from the world.”（70）という言葉と呼

応して，自閉的な世界に潜む暴力性を強調して

いるのである。

　そして，そもそも労働者に対するCasa Blan-

caの人間遠の行為は，広義の暴力に他ならな

い。なぜなら，それは自分の世界を保護するた

めに異者を抑圧し，利用するものであり，キリ

スト教の中に組み込まれたものと同様の暴力性

であるからだ。 Williams は，このような人間同

士の関係を，後に，衝撃的な主題を持つSMdd四一

lyLGt SMmmey（1958）の中で展開している。そ

の劇においても，中心的人物であるSebastian

venableが狂った集団に諾り殺されるという

暴力の背後に，彼が中心となっていた「利用し

利用される」という，人間の恐ろしい関係が暴

かれるのである。

　Williamsは前述のエッセイの中で“l　have

exposed a good many human weakness and

brutalities and consequently l have them. I

don’teven think that l am more consdous of

mine than any of you are of yours. Guilt is

universal.l mean a strong sense of guilt.”

（4）と述べている。暴力性が罪であるなら，それ

を生み出すものと作者が考える「欲求とその不

完全性」こそ本当の罪悪であろう。実際Wil-

　B祠1d緬好Be抑uU眉wys≒佃逗oy Co副浙,16(J997)

liamsは初期の短編小説“Desire and the Black

Masseur”の中でそれについて書いている。主人

公Anthony Burnsの欲望は余にも巨大なもの

となりすぎて彼自身を呑み込んでしまってい

る。この欲望の不可能性をうげ¥,語り手ぱ…

the sins of the world are really only its par-

tialitites，its incompletions，and these are

what suffering must atone for.”（217）と述

べ，その補償の一つの形態としでthe surren.

der of self to violent treatment by others” を

挙げる。つまり暴力は，その原因となるものの

浄化の方法として捉えられているのである。欲

求せずに生きることのできない人間にとって，

その不可能性と暴力は逃れられない普遍的な罪

なのである。

　Williamsは，その普遍性を強調するためにそ

の罪を無意識に設定していると言える。その証

拠にElena殺害を告白するときの牧場労働者

の言述は，Rosalioの言葉と同じように詩的な

調子を帯びる。それは「自由な性」を謳歌する

声と同じように詩的な表現にあふれているの

だ。暴力を語る声は，人間の無意識に存在する

普遍的な声なのであり，この意味では性と暴力

は生成的に親と子供の関係にあるのではなく，

ともに人間には逃れられない運命である兄弟と

して描かれていると言えるかもしれない。性が

Dionysus的であるのと全く同様に,暴力を語る

声も激烈な自己解体，自己消滅の神である

Dionysusにふさわしいものなのである。この点

でWilliamsのDionysus理解は，Nietzscheの

それと明確に区別されるべきであろう。後者は

ローマからバビロンに至るまでのDionysus的

祭典を「自然の最も粗野な野獣性がここに解放

され，ついには淫欲と残虐性のあのいやらしい

混合に行きついた］（39）と考察し，ギリシア悲

劇から分離しようとする。しかしながら，Wil-

liamsがDionysusの名のもとに強調し,作家生

活を通して取りつかれた主題は，まさにNietz。

scheが非難した「性」と「人間の残虐性」であ

ったのであり，作者Williamsは,性の崇高さを

語るRosalioの背後に存在すると同時に，人間

の暴力性を語る労働者の背後にも存在している

69－
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のである几

４　始めと終わり

　　ーギリシア悲劇どThe Purification”－

　“The Purification” はギリシア悲劇的要素を

特った作品である。　２人の登場人物はそれぞれ

の運命を直視し，法のもとではなく自分の尊厳

のために自決する。混乱した共同体には秩序が

戻り，人間と運命（自然）の和解は浄化の象徴

である雨によりもたらされる。人々は人間の中

に潜む「性」と「暴力性」を目にしながらも，

それを克服する人間の尊厳を確認するに至る。

　ギリシア悲劇とWilliams作品の比較を試み

たJoseph　N.Riddelは，A　Styedcαyを

Dionysus/ Appolloの対立として読解し，その

結果“ln the purely Dionysian world， as

Nietzsche pointed out and as Williams fails

to grasp， individuality must be sacrificed to

the universal unconscious and the tensions of

dramatic conflid dissolved into chaos. ”（22）

と考察する。確かに『悲劇の誕生』において，

現代市民劇等のリアリズムは，悲劇の特つ普遍

性を個人的な感情へと還元してしまうことで非

難される。その意味ではRiddelの解釈はまさに

正しいのであって，A Styedcayにおける個人へ

の特殊化は，作品をギリシア悲劇から離れたも

のとしてしまうであろう。しかし，個人の感情

の描写よりも「性」や「暴力」の普遍性を強調

しだThe Purification” は，この点における批

判から脱することのできるものではなかろう

か。

　つまり問題は別の所にある。 Williamsは

The　Rose　Tdtooの序文，“The　Timeless

World of a Play” の中で次のように述べてい

る。

゛7SignjFaulk，“There seem to be echoes of the

playwrjght’sown character in both Rosalio and the

Rancher － the love of freedom and worship of

sexual happiness in teh former and the a】most

neurotic reticence and ets expression in violencein

the latter.”（59）参照

The classic tragedies of Greece had tre-

mendous nobility. The actors wore great

masks，movements were formal，dan-

celike，and the speeches had an epic

quality which doubtless was as removed

from the normal conversation of their

temporary society as they seem today･

Yet they did not seem false to the Greek

audiences‥.（260）

劇を真偽のもとで考察する視点はWilliamsが

常に戦ってきたものである。「性」をその中心的

主題として取り扱う彼の作品は，一般の人間に

は理解するのが困難な程，それに近づきすきる

ときがある。 Stellaのように貴族的な背景で育

った人間が，Stanleyのような粗野な人間に魅

かれるというのは信じ難いという批評等がその

好例であろう。また，詩的な表現を多様し，実

験的な上演を試みた彼の作品は，技法的にもリ

アリズム演劇からの非難に身をさらすことを余

技なくされた｡Williamsがこのようにギリシア

悲劇の崇高さを持ち出すとき，彼はその劇が持

っていた，「真偽の視点」の導入を必要としない

ような「絶対的な真」に憧れているのである。

　Williamsのこのギリシア悲劇に対する解釈

にもまたNeitzcheの影響があるだろう。確か

にNeitzscheはリアリズム演劇の行き過ぎた

特殊化を非難したが，現代劇とギリシア悲劇の

決定的な違いを，ギリシア悲劇が暗黙のうちに

保持していた真偽の点からみた信頼性をエウリ

ピデスの劇や現代劇が失ってしまった点に見た

のである。信頼性を保持するためには，何らか

の存在が物語の現実性を保証し，疑惑を取り除

かなければならないが，その何者かの存在がギ

リシア悲劇から現代劇を遠く離してしまうので

ある。

　しかし，皮肉なことにまさにこの点において

　“The Purification”とギリシア悲劇との違い

は明確にされるだろう。なぜなら劇の始まりに

は判事が登場じl do not believe in one man

judging another:/ I’drather that those who

stand in need of judgement/ would judge
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themselves.”（41）と述べ，人間の法を超えた

ものを最終目的として裁判が進められることを

宣言し，そして劇の結末でぱwe seem to have

bred/ some feeling of honor amongst us,/

deeper than law”（77）という判事の言葉によ

り，混乱した状勢を生き延びていく人間の尊厳

が強調されるからだ。 “The Purification” は，

Wi1Hamsの作品群の中でも極めてギリシア悲

劇的でありながら，まさに作者がギリシア悲劇

に見ていたものを持ち合わせていないことによ

り，ギリシア悲劇とは異なるものとならざるを

得ないのである回。そしてそれは，その後Wi1-

liamsが主題的にも表現的にも時に反発し時に

妥協していくこととなるリアリズム演劇と彼の

関係を暗示しているように思えるのである。

･8この点については，PauldeManのNieでzsche読解

を参考にした。 ｄｅＭａｎは『悲劇の誕生』がWagner礼

賛の文章によって始まり，終わることに注目し，“TO

the extent that it represents the history of tragedy

as the narrative of a sequential event framed by the

appearance and reappearnce of the same incamate

spirit，Tk Biyth 吋Ty昭dy，as text， resembles a

Floretine opera oＴａｈ曙�ic‰s Ty四c朽垣ｄａnd

not a Sophoclean tragedy or a べvagnerian opera,"

(96)と述べている。
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